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 マテリアリティと特定プロセス
　2017年度に、当社グループが重点的に取り組むべき重要課題・テーマを、下記のプロセスを経て旭化成グループのマテリアリティとし
て特定しました。経営環境の変化に応じて見直しを図ります。

マテリアリティ

P.82–88 P.94 P.93 P.92

 経営戦略への組み込み
　マテリアリティは、目指す姿の実現に向け、経営戦略に組み込ま
れてこそ意味があります。そこで、中期経営計画ではマテリアリ
ティに関する、非財務KPIの設定と、当社グループの長期的な価値
創造に資する5つの価値提供分野ごとに取り組む課題の具体化を
行いました。

マテリアリティ 非財務KPI（指標） 目指す姿（目標）

 
事業として目指す

 
脱炭素社会への 
取り組み

GHG排出削減貢献量 2030年度  2倍以上 
（2020年度比）

GG10関連有効特許割合 2030年度 50%超

GHG排出量 2030年度  30%以上削減 
（2013年度比）

 
人財の確保・育成

デジタルプロフェッショナル 
人財数

2024年度  10倍 
（2021年度比）

高度専門職人数 2024年度 360名

 
ダイバーシティの推進

ラインポスト＋高度専門職 
における女性比率 2030年度 10%

　他マテリアリティのKPIや取り組みについては、マテリアリティ
図内の各項目のリンク先に詳細を記載しています。
　次ページでは、価値提供分野ごとの機会の抽出、価値創造まで
の流れを明確にしています。

サステナビリティ基本方針 のポイント

•  当社グループが目指す2つのサステナビリティ「持続可能な 
社会への貢献」「持続的な企業価値向上」の好循環を実現

•  当社が目指すサステナビリティの実現に向けた最適な 
ガバナンスの追求

• 持続可能な社会への貢献による価値創出
• 責任ある事業活動
• 従業員の活躍の促進

課題の特定
国際的なガイドライン、ESG評価機関の評価
項目等を参考に、社会からの要請、当社グルー
プのミッション、ビジョン、バリューに照らし、課
題を特定しました。

妥当性評価
各部門責任者による協議、他社とのディスカッ
ション、社外取締役へのヒアリングなど、多様な
視点での検討を行い、妥当性を確認しました。

審議と承認
経営会議での審議を重ね、取締役会にて承認
しました。

影響度判定
社会と当社グループ双方にとっての影響度を
評価し、2軸でのマッピングを行いました。

 旭化成が目指す姿
　当社グループは、グループビジョンに掲げている「健康で快適な生活」と「環境との共生」の実現を通して社会に新たな価値を提供すべ
く事業活動を行っています。持続可能な社会に貢献すると同時にそれを当社グループの企業価値の向上につなげていく、2つのサステナ
ビリティの好循環の実現を目指しています。社会の持続性の確保に寄与する価値を提供することで、高い収益性を伴う持続的な企業価値
向上をもたらし、それがさらなる挑戦につながるという信念のもと、当社グループは社会環境の変化に応える製品やサービスの提供に努
めてきました。これからも、世界の人びとの生活に寄り添いながらイノベーションを追求し、持続可能な社会に貢献する製品やサービスを
提供し続けます。
　サステナビリティに関する当社グループのスタンスを明確にするとともに、社内の共通理解をさらに高め、持続可能な社会への貢献の
ための行動を加速させるため、2021年にサステナビリティ基本方針を制定しました。本方針は、「概念」で留まることのないよう、サステナ
ビリティに関する要素を具体的に示しています。
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 環境との共生 関連  健康で快適な生活 関連  基盤的活動 関連

 環境貢献事業の推進　
 健康・長寿への貢献
 安心で快適なくらしへの貢献

事業として
目指す

P.36 –51

 水の汚染防止
 大地の汚染防止

 脱炭素社会への取り組み P.57–63

 循環型社会への取り組み P.60

 健全なサプライチェーンの確保
 ステークホルダーとのコミュニケーションP.95

　  ダイバーシティの推進  P.73
  人財の確保・育成  P.68–73

　  リスクマネジメント P.89–91

 生物多様性への配慮
 社会貢献活動

https://www.asahi-kasei.com/jp/sustainability/management/
https://www.asahi-kasei.com/jp/sustainability/environment/water_use/
https://www.asahi-kasei.com/jp/sustainability/environment/resources/
https://www.asahi-kasei.com/jp/sustainability/social/scm/
https://www.asahi-kasei.com/jp/sustainability/environment/biodiversity/
https://www.asahi-kasei.com/jp/sustainability/social/community/


• クリーンエネルギーの拡大
• 脱炭素・循環型社会への移行

•  「CASE」・「MaaS」の進展 • 次世代通信技術の高度化
• 世界的な人口増加

• ライフスタイルの多様化
• 自然災害の甚大化
• 労働力不足

• 長寿社会の進展

マテリアル領域
住宅領域 ヘルスケア領域

環境ソリューション事業 モビリティ&インダストリアル事業 ライフイノベーション事業

カーボンニュートラル／ 
循環型社会

安全・快適・エコなモビリティ より快適・便利なくらし 人生を豊かにする住まい・街 生き生きとした健康長寿社会

• 水素社会実現に向けた事業 
モデルの構築

• カーボンリサイクルに寄与する 
各種技術の事業化加速

• GHG排出削減に貢献する製品・
サービスの提供

•  自動運転の普及に伴う、車両内部
の「居心地」に対するニーズの多
様化に応える製品・サービスの 
提供

•  環境負荷の低い素材への 
ニーズに応える製品の提供

• 省エネ・快適市場の伸展に対して
競争力のあるセンシング技術を 
強みとする革新的製品の創出

• 最先端半導体・実装プロセスに 
対して競争優位性の高い製品・ 
ソリューションの提供

• 北米・豪州における工業化を通じ
た効率化や生産性向上の実現、
現地に適した高品質な住まいの 
提供

• ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス
（ZEH）・ZEHマンション（ZEH-M）
の普及促進

• 災害に強くレジリエンス性の高い
住宅の提供

• 救命救急および心肺関連疾患領
域のアンメットニーズに応える医
療機器ソリューションの提供

• 先進諸外国におけるより良い医療
に対するニーズの高まりや高齢社
会の進展を捉えたグローバルでの
医薬事業の展開

• 医薬品の安全かつ効率的な製造
を支えるバイオプロセス関連製
品・サービスの提供

• 水素関連
• CO2ケミストリー
• 蓄エネルギー

• 自動車内装材 • デジタルソリューション • 北米・豪州住宅
• 環境配慮型住宅・建材

• クリティカルケア
• グローバルスペシャリティファーマ
• バイオプロセス

事業を取り巻く環境

事業にて対応する
マテリアリティ

領域・事業

中期経営計画における 
当社の価値提供分野と 

課題

事業環境から想定する 
具体的な事業機会創出例

次の成長を牽引する事業　
10のGrowth Gears 

（GG10）

環境貢献事業の推進（脱炭素社会への取り組み、循環型社会への取り組み）

安心で快適なくらしへの貢献 健康・長寿への貢献

 価値提供分野別の価値創出までの流れ
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